
■研究の背景
定置網漁などの沿岸漁業で使用する漁網の広域モニタリングは、災害時の漁具流出時の捜索や、

漁業権の適切な行使の確認など持続可能な漁業を実現するうえで重要です。本研究では合成開口
レーダ（SAR）衛星を用いて漁網の位置検出を可能とするため、SAR衛星で観測可能な海上浮力
体の研究開発を行いました。

漁網はレーダ電波をほとんど反射しないため、SAR衛星で捕捉するためには浮力体の内部に再
帰反射構造体を取り付ける必要があります。本研究ではコーナーリフレクター型とルネベルグレ
ンズ型の２種類の再帰反射構造体を製作しました。

■研究の要点
１．全球型コーナーリフレクターの開発
２．3Dプリンタを活用したルネベルグレンズの開発
３．評価試験の実施

■研究の成果
１．電磁界シミュレーションを活用し、多層ルネベルグレンズの設計を行いました。
２．3Dプリンタを用い、樹脂製ルネベルグレンズの製作を行いました。
３．海上においてルネベルグレンズの評価試験を行い、SAR衛星で捕捉可能であることを確認し

ました。開発したこれらの再帰反射構造体は定置網のブイなどに内蔵し、海上見守りシステム
用の海上浮力体として実用化する予定です。
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